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このたび４月１日付けで立川労働基準監督署に着任いたしました。公益社団法人東京労働基準協会連合会 立

川労働基準協会支部並びに会員の皆様には、日頃より労働基準行政の推進につきまして、格別の御理解と御協力

を賜り厚く御礼申し上げます。

立川署での勤務は初めてですが、管内の事業場で働く方々に安心して働いていただけるよう、微力ながら力を

尽くす所存でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、令和７年度は、東京労働局では「働く人と職場の未来をつなぐTOKYO 2025」をスローガンとして各種

重点対策を掲げており、当署においてはそれらを踏まえ、次の取組を重点として、行政運営に努めてまいります。

第一に、長時間労働の抑制及び過重労働による健康障害の防止のため、監督指導を実施するとともに、中小企

業及び令和６年度から時間外労働の上限規制が適用となった建設業及び運輸業等に対しましては、引き続き取組

が促進されるよう、相談対応、説明会の開催や個別訪問による支援など、関係機関とも連携し、丁寧に支援及び

周知を実施してまいります。また、東京都最低賃金につきましては、最低賃金の周知とその履行確保に努めると

ともに、中小企業・小規模事業者の生産性向上等支援のための業務改善助成金等の利用促進のための周知に取り

組んでまいります。

第二に、労働災害防止対策の推進につきましては、第14次東京労働局労働災害防止計画に基づく労働災害減少

の目標達成に向けて、建設業や第三次産業をはじめとした労働災害防止対策や、メンタルヘルス・健康確保対策

等の取組を一層推進してまいります。また、「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」（エイジフ

レンドリーガイドライン）等の周知を図り、高年齢労働者も安心して安全に働ける職場環境の実現に向けた取組

を進めてまいります。

第三に、労働保険制度につきましては、迅速かつ公正な保険給付など労働保険制度の適切な運営の確保に引き

続き取り組んでまいります。

皆様には引き続き当署行政の推進に御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

末筆になりましたが、貴協会支部の益々の御発展と会員の皆様の御健勝、御繁栄を心から祈念申し上げ、着任

の挨拶とさせていただきます。

着任のご挨拶

立川労働基準監督署長
柳　多賀子
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立川労働基準監督署人事異動のお知らせ
令和7年４月１日付けで下記のとおり幹部職員の人事異動がありましたので、お知らせします。
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着任のご挨拶

立川労働基準監督署副署長
横山　高志

公益社団法人東京労働基準協会連合会 立川労働基準協会支部の会員の皆様には、日頃より、労働基準行政の

推進につきまして格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

このたび、４月１日付けの人事異動で、立川労働基準監督署に着任いたしました横山と申します。昨年度は北

区を管轄する王子労働基準監督署において副署長として勤務し、その前の監督署では立川と同じ多摩地区にある

八王子労働基準監督署での勤務を経験しております。

立川労働基準監督署での勤務は２０１５年以来の１０年ぶりとなりますが、この１０年で立川駅及びその北側モノレー

ル沿いの道のりについては大きく風景が変わり、監督署までの道のりについて商業施設をはじめとした多くの建

物が並んでいることに驚かされ、着任初日はそのような賑わいに変わった街並みを見ながらの出勤となりました。

これら多摩地区での勤務の経験を踏まえ、健康で安心して働ける職場をつくり、豊かでゆとりある生活がおく

れることを目標に、会員の皆様のご協力を受け、労働基準行政の推進に努めていきたいと思います。

引き続きのご理解、ご協力をお願いいたします。

令和7年1月から安全衛生関係の一部手続きの電子申請が義務化されました。

＼スマートフォンからの電子申請も可能です／
入力支援サービスを活用した電子申請はこちらから ▶▶▶
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 令和６年 立川署管内の労働災害発生状況（令和７年１月末現在） 

◇ 死傷災害の被災者数（休業４日以上）※新型コロナ除く 

  令和６年における休業４日以上の死傷災害の被災者数は886人で、前年（883人） 

より 3人増加（＋0.3％）しています。 

  業種別では、小売業（＋25.2％）、飲食店（＋11.1％）で増加し、建設業（－15.8％）、 

 陸上貨物運送事業（－17.0％）、ビルメンテナンス業（－20.0％）で減少しています。 

 

 

 

 平 28 平 29 平 30 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 令令５５  令令６６  

製造業 82 67 98 86 83 84 57 79 7744  7722  

建設業 83 80 65 77 53 68 94 90 7766  6644  

 建築工事業 60 45 43 50 40 37 59 63 5511  4477  

運輸交通業･貨物取扱業 133 154 141 124 118 141 139 137 113322  112222  

 陸上貨物運送事業 107 120 112 97 97 115 115 116 111122  9933  

 ハイヤー・タクシー業 22 32 24 24 10 13 6 13 1122  1166  

第三次産業 445 416 478 477 493 541 555 643 558877  661166  

 小売業 113 100 122 88 139 129 146 121 111155  114444  

 社会福祉施設 83 69 75 109 86 118 130 163 114400  113300  

 飲食店 38 37 50 50 42 57 45 67 6633  7700  

 ビルメンテナンス業 27 24 30 33 23 40 46 44 4400  3322  

上記以外の業種 12 6 9 4 3 7 4 16 1144  1122  

全全産産業業  775555  772233  779911  776688  775500  884411  884499  996655  888833  888866  
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◇ 第三次産業における死傷者数（休業４日以上）※新型コロナ除く 

 

◇ 主な事故の型別（休業４日以上） 

  事故の型別では、新型コロナウイルスによるものを除くと、「転倒」による災害が 

266人（30.0％）、「動作の反動、無理な動作」による災害が180人（20.3％）発生し、 

全体（886人）の半数以上（446人、50.3％）を占めます。 

 

◇ 年齢別（休業４日以上）※新型コロナ除く 

  年齢別では、20歳代、30歳代が少なく、50歳以上で多く被災しています。 

 

113 100 122 88
139 129 146 121

83 69 75 109
86 118 130 16338

37
50 50 42

57 45 67

27
24

30 33 23
40 46

44184
186

201 197 203
197 188

248

0

200

400

600

平28 平29 平30 令元 令２ 令３ 令４ 令５

小売業 社会福祉施設 飲食店 ビルメンテナンス業 左記以外の第三次産業

114

229

78 58 45 48

203

358

129

226666

62 54 32 49

118800
125

0

100

200

300

墜
落
、
転
落

転
倒

激
突

は
さ
ま
れ
、

巻
き
込
ま
れ

切
れ
、
こ
す
れ

交
通
事
故

動
作
の
反
動
、

無
理
な
動
作

新
型
コ
ロ
ナ

前年 令和６年

15

107 101

150

251 262

0

100

200

～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

115 144

140
130

63 70
40 32

229
240

令令５５ 令令６６

速速報報値値  
（1月末日） 



第 259 号　　（7）

育児休業給付制度改正について（施行日　令和７年４月１日）

１　出生後休業支援給付金を創設します
共働き・共育てを推進するため、子の出生直後の一定期間に両親ともに育児休業を取得した場合に、
出生時育児休業給付金または育児休業給付金と合わせて「出生後休業支援給付金」を支給します。

支給要件

育児休業給付金または出生時育児休業給付金の支給を受ける者が、次の①および②の要件を満たした
場合に、「出生後休業支援給付金」を支給します。

①　被保険者が、対象期間に、同一の子について、出生時育児休業給付金が支給される産後パパ育休
または育児休業給付金が支給される育児休業を通算して14日以上取得したこと。

②　被保険者の配偶者が、「子の出生日または出産予定日のうち早い日」から「子の出生日または出
産予定日のうち遅い日から起算して８週間を経過する日の翌日」までの期間に通算して14日以上
の育児休業を取得したこと、または、子の出生日の翌日において「配偶者の育児休業を要件とし
ない場合」に該当していること。

支給額 　休業開始日賃金日額×休業期間の日数（28日が上限）×13％

２　育児時短就業給付金を創設します
仕事と育児の両立支援の観点から、育児中の柔軟な働き方として時短勤務制度を選択しやすくするこ
とを目的に、２歳に満たない子を養育するために時短勤務した場合に、育児時短就業前と比較して賃金
が低下するなどの要件を満たすときに支給する給付金です。
育児時短就業給付金は、次の①・②の要件を両方満たす方が対象です。

①　２歳未満の子を養育するために、育児時短就業する雇用保険の被保険者であること。
②　育児休業給付の対象となる育児休業から引き続いて、育児時短就業を開始したこと、または、育
児時短就業開始日前２年間に、被保険者期間が12か月あること。

支給額・支給率

原則として育児時短就業中に支払われた賃金額の10％相当額を支給します。ただし、育児時短就業開
始時の賃金水準を超えないように調整されます。

詳細は東京労働局ホームページ「出生後休業支援給付金を創設します」をご参照下さい。
お問い合わせ先　ハローワーク立川　　雇用保険適用課　042－525－8602

ハローワーク立川からのお知らせ
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健康診断の結果などで生活習慣病を指摘されたことはありませんか？高血圧や糖尿病、脂質異常症とい

った生活習慣病は、日頃の食生活で予防・改善することができます。 

そうはいっても、忙しくてなかなか食事のことまで考えていられない、という方も多いと思います。 

そんな時に活用してほしいのが、都民の健康づくりをサポートする「からだ気くばりメニュー店」です。 

外食で手軽にからだに気を配った食事をとることができますので、ぜひ足を運んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この記事に関するお問合せ】 多摩立川保健所生活環境安全課 保健栄養担当 TEL042-524-5171 

以下の３つの取組のうち、1 つ以上を実施しているお店です。 

 ① 栄養バランス：主食・主菜・副菜がそろったバランスの良いメニューがあります。 

 ② 野菜たっぷり：１食あたり 120g 以上の野菜が食べられるメニューがあります。 

 ③ 減塩サポート：減塩に配慮したメニューや工夫があります。（店舗によってサポート内容は異なります。）  

お店の一覧は、東京都のホームページに掲載しています。お近くにある「からだ気くばりメニュー店」

を確認してみてください。 

 

 

多摩立川保健所からのお知らせ
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「立協たより」広報部員による　丸ごと１ページ責任編集　～　Ｎｏ．56　～

『歩くことにもうひとつ＋
プラス
して「防災散歩」をしてみましょう』

近年、台風や大雨による風水害や地震など様々な自然災害が増加してきている状況ですが、実際に避難した経

験のある方もいらっしゃるのではないでしょうか。「備えあれば憂いなし」というように防災意識を高める目的

で、「防災散歩」という概念が、取り上げられるようになりました。

「防災散歩」とは、自宅や職場などから避難所や安全な場所へ避難するときに備え、周囲に危険

な場所はないか事前に歩いて確認するものです。どのような場所が危険か実際に自分の足で自分の

街を歩いて確認することは、いざ
3 3

という時に役に立つのではないでしょうか。

「防災散歩」の効果は、

①　自分自身の防災力を高めることができる。

②　いざ災害が起きても、慌てず安全に避難することができる。

③　家族と一緒に災害について学ぶことができる。

④　ウォーキングを兼ねるので「防災＋運動」の一石二鳥で歩くことができる。

などの効果があるといわれています。

では、実際に「防災散歩」のやり方についてお話ししてみたいと思います。

■「避難所など目的の場所までテーマを決めて歩く」
例えば、避難所までの道のりで地震発生時に倒れてくるものはないか、土砂崩れが起きやすい斜面はないか、

近くに河川はないか、車いすや体の不自由な方と一緒に避難できる道のりか、避難所までの迂回ルートはあるか

などのテーマを防災散歩のたびに、ひとつテーマを決めて歩くと良いでしょう。また、防災散歩のときに実際に

避難することを想定して、避難グッズを持ち歩けるかを確認することもお勧めします（避難グッズの重さの目安

は、体重の２０％～３０％といわれています）。

■「夜間でも避難ができるか確認」
夜間の避難や季節によっての環境変化について、同じ避難ルートでも状況が違ってくることを念頭に確認する

ことも良いでしょう。

■「歩きながらタウンウォッチング」
自分たちの街を見て歩き、災害が起こった時に危険なもの、役に立つものを調べます。災害発生をイメージし

ながら見て歩き、自分専用の「防災マップ」をつくりましょう。

●専用の防災マップ作成の例：色分けして地図に書き込もう！●

緑色…役立つ場所「避難場所」「コンビニ」「公園」「神社」など

青色…役立つもの「公衆電話」「消火栓」「防災倉庫」など

赤色…危険な場所「ブロック塀」「ガラス窓」「側溝」「マンホール」
「浸水しやすい場所」

黄色…その他気づいたこと

今年の春は、普段の運動のためにも散歩やウォーキングを活用し「災害に備える」というテーマを持って運動

と防災の２つの目的で、お住まいの街を歩いてみてはいかがでしょうか。

� 広報部員　Ｋ．Ｋ
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「新年賀詞交歓会」開催される
令和７年１月21日（火）、フォレスト・イン昭和館（昭島市）において新年賀詞交歓会が開催されました。
神部支部長代行の「会員皆さま方の情報交換の場としてお役に立てるよう、会員相互はもとより行政機関等と
も連携を強化し、協会支部の運営に努めてまいります。本年も当支部に変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう
お願いします。」との挨拶に続いて、来賓の福島立川労基署長、岡ハローワーク立川所長からご挨拶をいただき、
宮﨑総務副部会長の乾杯の発声で賑やかに始まりました。ご参加の皆様は料理を召し上がりながら行政幹部や他
業種の方々との歓談を楽しみました。後半は、東基連上島専務のご挨拶ののち、会員事業所様からご提供いただ
きました賞品も多数あり、お年玉抽選会で大変盛り上がり、三澤総務部員の中締めにより、盛況のうちにお開き
となりました。ご参加いただきました会員の皆様、抽選会の賞品をご提供いただきました会員事業所様、企画・
開催いただきました総務部会の皆さま、誠にありがとうございました。

講習会開催のご報告
基準部会講習会「過労死等の認定基準と請求事案からみる労務管理等について」を開催
2月20日（木）東基連たま研修センターに於いて、基準部講習会を開催しました。
主催者として挨拶をされた中西副支部長（兼基準部会長）から、我が国における自殺の概況及び自殺対策の実
施状況のほか、東京労働局管下の労働基準監督署における自殺を含む過労死等（脳・心臓疾患及び精神障害事
案）の請求状況、厚生労働省の過労死等防止の取組みなどについて話がありました。
続いて、講師に立川労働基準監督署河村有子第一方面主任労働基準監督官をお迎えし、「過労死等の認定基準
と請求事案からみる労務管理等について」と題して講演をいただきました。
「過労死等の認定基準改正と働き方改革」では、昨今の働き方改革のおさらいをしながら労務管理上のポイン
トについて説明がありました。認定基準の説明では、具体的な事例をあげて丁寧に説明をいただきました。その
ほか「労災補償の状況」「企業名公表制度」などについても説明がありました。
どのお話もご自身の経験を踏まえた具体的な事例が多かったので、理解を深めることができたと思います。参
加された皆様は熱心に耳を傾けておられました。

◎法定講習会等における本人確認について
技能講習（作業主任者を含む）、安全衛生推進者・
衛生推進者養成講習を受講する際は、受付で自動車運
転免許証等により本人確認をいたします。本人確認書
類を必ずご持参ください。
本人確認書類（例）：自動車運転免許証、マイナン
バーカード、パスポート、外国人登録証明書、在留カー
ドなど

◎令和７年度会費納入のお願い
会費の納入につきまして４月初旬に請求書を発送して
おります。よろしくお願いいたします。

◎令和７年度定時支部会員総会を開催いたします
※４月初旬に別便にて開催案内を郵送しております。

日　時：　令和７年５月13日（火）午後３時30分～　　場　所：　東基連多摩合同事務所・たま研修センター
総会終了後、懇親会を予定しております。	 立川市曙町１－２１－１いちご立川ビル２階

❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀

新 規 会 員
❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀
○株式会社秀邦
住　　所　立川市柏町2－36－12
業　　種　建築業
従業員数　９名
代 表 者　熊田秀夫

┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅
編 集 後 記

┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅
観光庁が2025年1月15日に発表した「2024年訪日外国人旅行消費額」は、円安効果もあり前年の53.4％増の
８兆1395億円と過去最高を更新。コロナ禍前の2019年比でも69.1％増となり、訪日客1人当たりの旅行支出は22
万7000円に達した。
冬の日本に雪を求める外国人観光客がスキー場に増えている。“JAPOW（ジャパウ）”と呼ばれるパウダースノーが
人気だと言う。スキーやスノーボードをしないで雪だけを見に来る「雪見客」が３割を占めるスキー場もある。
雪の後は梅や菜の花、そして桜の木の下でお花見を楽しむ「花見客」で賑わう日もすぐそこに。
� （広報部員　Ｍ.Ｉ.）


